
実施主体 こども学科
実施内容 平成25年11月16日の大学祭にて啓発活動

①事前に取り組んだ内容
こども学科の学生全員が、講師の先生から児童虐待についてお話を伺い理解を
深めた。さらに、オレンジリボン運動の意義や必要性についても学習した。「せい
よう祭」(学園祭)に向けて、実行委員を中心に学習会を重ね、「せいよう祭」におけ
る啓発方法を考え、学生全員が胸につけるオレンジリボンを手作りした。

②実施期間に取り組んだ具体的内容
「せいよう祭」当日は細川ゼミと守ゼミが主に担当し、喫茶コーナーを設けた。そ
こは、ゆったりとまた、ほっとできるような場となるよう考えた。そのような環境を整
えるために、机やいすの配置を考え、子どもたちが来場しても楽しめるようにゲー
ムも用意した。そのほっとする環境の中で、来場してくださった保護者の方や高校
生にひと休みしていただきながら、オレンジリボン運動について説明し、パンフレッ
トとオレンジリボンを配布した。

③「オレンジリボン運動」を終え
ての感想等

今回、せいよう祭（学園祭）に
おいてオレンジリボン運動を実
施することになり、児童虐待に
関して勉強するきっかけとなっ
た。当日は、高校生等来場者
に話をすることもでき、少しでは
あるが、啓蒙活動ができたので
はないかと感じている。

オレンジリボン運動をおこなっ
たことにより、児童虐待等の新
聞記事や雑誌を今までより意
識して読むようになった。

こども学科だからこそ取り組
むことができてよかったと思う。
今年だけの活動ということでは
なく、せいよう祭（学園祭）にお
いて、今後も続けていくことが
大切なのではないかと考える。
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